
第 6 5 回 高 分 子 若 手 研 究 会 〔関 西 〕  
主 題 ＝認 識 をキーワードとしたポリマーマテリアルデザイン  
＜趣 旨 ＞  高 度 な 機 能 を 発 現 す る ポ リ マ ー マ テ リ ア ル の 開 発 に お い て は 、

物 質 認 識 、 刺 激 認 識 、 認 識 回 避 な ど 『 認 識 』 を 考 慮 し た 分 子 設 計 が 欠

か せ な い も の に な っ て い ま す 。 本 研 究 会 で は 、 さ ま ざ ま な 観 点 か ら 認 識 現

象 を 考 慮 し た ポ リ マ ー マ テ リ ア ル に 関 す る 研 究 を 展 開 さ れ て お り ま す 講 師

の 方 々 に 、 最 近 の 研 究 の 一 端 を ご 講 演 し て い た だ き ま す 。 奮 っ て ご 参 加

下 さ い 。  
主 催  高 分 子 学 会 関 西 地 区 若 手 研 究 会  
共 催  高 分 子 学 会  高 分 子 学 会 関 西 支 部  
日 時  11 月 2 6 日 （ 土 ） 1 3 : 0 0 ～  
会 場  大 阪 府 立 大 学  中 百 舌 鳥 キ ャ ン パ ス  U ホ ー ル 白 鷺 （ 大 阪 府 堺

市 学 園 町 1 － 1 ）  
交 通  地 下 鉄 御 堂 筋 線 「 な か も ず 」 駅 ま た は 南 海 高 野 線 「 中 百 舌 鳥 」

駅 下 車 、 徒 歩 1 5 分 。 南 海 高 野 線 「 白 鷺 」 駅 下 車 、 徒 歩 1 0 分 。 交 通

手 段 の 詳 細 は 下 記 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参 照 下 さ い 。  
h t t p : / / w w w. o s a k a f u - u . a c . j p / a c c e s s / i n d e x . h t m l  
プログラム  
＜ 1 3 : 1 0 ～ 1 7 : 5 0 ＞ 講 演 会 （ 敬 称 略 ）  
1 ） 分 子 認 識 能 を も つ ス マ ー ト ゲ ル の 設 計        （ 関 大 工 ） 宮 田 隆 志  
2 ） 温 度 応 答 性 ポ リ マ ー 表 面 で 生 体 分 子 を 見 分 け る  

（ 東 女 医 大 先 端 生 命 研 ） 菊 池 明 彦  
3 ） 高 分 子 電 解 質 複 合 体 で 核 酸 フ ォ ー ル デ ィ ン グ を 操 る  

（ 九 大 先 導 研 ） 丸 山  厚  
4 ） バ イ オ 非 認 識 界 面 の 創 製 と 高 選 択 バ イ オ 界 面 の 構 築  

（ 東 大 院 工 ） 石 原 一 彦  

5 ） 高 分 子 認 識 シ ス テ ム 構 築 に よ る M M A の テ ン プ レ － ト 重 合  
（ 阪 大 院 工 ） 明 石  満  

＜ 1 8 : 0 0 ～ ＞ 懇 親 会  
参 加 要 領  1 ） 定 員 2 0 0 名  2 ） 参 加 費 1 , 0 0 0 円  3 ） 懇 親 会 費 2 , 0 0 0
円  4 ） 申 込 方 法  氏 名 、 所 属 、 連 絡 先 （ ☎ 、 e - m a i l ） 、 懇 親 会 参 加 の

有 無 を 明 記 の 上 、 e - m a i l ま た は F A X に て 下 記 ま で ご 連 絡 下 さ い 。  5 ）

申 込 締 切  1 1 月 4 日 （ 金 ）  
申 込 先  [ 5 9 9 - 8 5 3 1 ]  大 阪 府 堺 市 学 園 町 １ － １  大 阪 府 立 大 学 大 学

院 工 学 研 究 科 物 質 ・ 化 学 系 専 攻 応 用 化 学 分 野  原 田 敦 史  
☎ & F A X ： 0 7 2 - 2 5 4 - 9 3 2 8  e - m a i l ： h a r a d a @ c h e m . o s a k a f u - u . a c . j p  


